
 

  

 『市民協働によるまちづくり』へ 
皆さんのアイディアをお待ちしております。 
☆☆☆令和３年度事業計画を募集☆☆☆ 

◆申込期限  令和３年３月１５日（月）午後５時まで（※郵送の場合は、3月15日の消印分まで） 

◆補助対象者（応募できる団体） 

    ５人以上の構成員を有し、その過半数が沼田市内に在住、在勤または在学する市民活動団体で、 

市内に活動拠点を持ち、市内において活動していること。 

◆補助対象事業 

地域の活性化や課題解決を目的に、新たに取り組む事業や、既存の活動を拡充する事業で、市民 

の自発的な参加によって行われる公益性のある事業。 ※対象事業費は１０万円以上 

【事業の例】 

地域における子供の育成、世代間交流、地域安全、自然環境整備、芸術・文化活動の推進、地 

域情報化、新たな企画による地域のイベント、地域の人材育成など。 

【対象外事業】 

・市の他の補助を受けている事業又は補助対象となる事業 

・他の団体を補助する事業 

・事業効果が特定の個人又は団体のみに帰属する事業 

・集会施設その他既存建物等の修繕を目的とした事業 

・団体の運営を目的とする事業 

・宗教的、政治的宣伝意図のある事業 

・営利を目的とした事業 

・当該事業に対する事業主体の経費負担のない事業 

・その他補助することが適当でないと認められる事業 

◆事業実施期間 

   令和３年４月１日から翌年３月３１日までの間（継続が必要な場合は連続して２年を限度） 

◆補助金の額 

１年目 補助対象経費の２分の１以内（限度額は１５万円） 

２年目 補助対象経費の３分の１以内（限度額は１０万円） 

◆補助対象経費 

  当該事業を実施するために、直接必要となる経費が対象。 

事業の目的：石墨町では深刻な人口減少が続いている。その石墨町で「ほたるの里」を実現し、交流人口を増や

すために、地域住民と子どもたちが一緒になって、カワニナ養殖事業を取り組む。 

薄根地域を流れる四釜川の上流である石墨町の取り組みをモデルとして各地域に広げていきたい。 

事業の内容：①地域住民によるカワニナ養殖事業  ②薄根小学校の子どもたちによるカワニナ養殖 

③養殖地の整備  ④カワニナの放流  ⑤ほたるの観察 

令和 2年度は、案内看板を４カ所設置し、ほたるの里の周知を図る。 

事業の効果：地域住民と小学生に養殖を依頼し、子どもたちには自然環境面に関心を持ってもらい地区の「ふる

さと愛」向上に繋げ、地域住民とほたる観賞に訪れる方との交流により、石墨町を知ってもらい、

ふるさと創生に繋がる効果が期待できる。 

 

今後の事業展開 

昨年度からカワニナを養殖し、耕作放棄地や棚田が残る石墨町を「ほたるの里」にしようと計画しました。 

今年度は、ほたるの里を案内する看板の作成に補助金を活用しています。コロナ禍で話し合いが出来ず、看板作

成が遅れておりますが、近いうちに完成予定です。 

「夏には、石墨町でほたるが沢山見られるよ！」そんなまちづくりに取り組んでいきます。 

市民協働によるまちづくり事業補助金は、市民と行政のパートナーシップにより魅力あるまちづくりを推進

するため、地域の活性化や課題解決に向けた市民の自主的な活動を対象に、予算の範囲内で交付しています。 

令和２年度は６事業の交付が決定されましたが、コロナ禍により３事業が中止となりました。 

今年度実施した３事業について、ご紹介します。 

 

補助金を活用してカワニナの養殖を

するための機材を購入しました。 

薄根小学校の生徒が毎日餌を与えカ

ワニナを育てました。 

薄根小学校の生徒２００人が参

加し、生徒が育てたカワニナを放

流しました。 

薄根小学校の生徒にほた

るの里づくりの協力と、ほ

たるの餌となるカワニナ

の説明をしました。 

今年度は、棚田とホタル

の里の案内看板を作成

しました。 

（写真は、看板デザイン） 

回覧 

  
●スポーツ吹き矢を通した高齢者の居場所づくりと健康増進事業 

                      （スポーツ吹き矢健康倶楽部） 

●ジモトで夢を持ち挑戦する心を育む人材育成事業 

（利根沼田夢大学） 

●石墨町ほたるの里づくりカワニナ養殖事業 

                                (石墨町未来の会） 
◆◆問合せ先◆◆ 

沼田市市民協働課協働推進係 

電話０２７８－２３－２１１１ 

  内線３０５１．３０５２ 



 

 

☆☆事業の目的☆☆ 
スポーツ吹き矢の練習を通して、オーラルフレイル予防や高齢者の居場所づくりを行うとともに、健康増進の

取り組みを行うことを目的として事業を継続していきます。  
☆☆事業の内容☆☆ 
高齢者が抱える悩みとして、社会性の衰えや会話の機会がなくなること、口腔機能の衰えによる

栄養摂取への影響で筋肉量の減少が始まること、精神面でも家に閉じこもるようになることなど

が考えられます。こうした様々な悩みの軽減につながるスポーツ吹き矢の練習や試合を仲間と一

緒に行い、住み慣れた場所で楽しく暮らし続けることを目指します。  
☆☆事業の効果☆☆                           
オーラルフレイル予防をすることにより健康の増進が図れます。 

 

 

練習参加者へ競技の基本事項を説明する事

務局長と会員の皆さんです。 
 

９０歳の方も参加していますが、 
すぐに的に的中できるようになります。 
礼からはじまり、礼に終わる 
心技体の鍛錬にも！ 

練習参加人数によって的を何本立てるか 
決めています。 
本日は、的三本を立てて練習をしています。 
 

 

 

 

 

今後の事業展開 
現在の会員数は２２名ですが、数多くの人が参加できるような会として運営をし、高齢者の居場所づくりや健

康増進のために活動しています。会員の練習成果が発揮できるよう年一回の大会開催や他の団体との交

流会等を企画していきたいと考えています。皆さんも一度体験してみませんか？ 


